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８
月
15
日
㈭
、
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
で
三
川
町

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
成
人
式
は
、
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
が
対
象
で
、
横
山
地
区
19
人
、
東

郷
地
区
24
人
、
押
切
地
区
29
人
の
合
計
72
人
の
う
ち
、
49
人

が
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
こ
と
ば

　

成
人
の
門
出
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家

族
、
先
生
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
愛
情
と
ご
指

導
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
成

人
を
迎
え
た
今
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
社
会
人
と

し
て
責
任
を
感
じ
な
が
ら
今
後
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。

成人式実行委員長
佐藤　勇人 さん
（横山上町内会）

　成人者から記念品として「ままご
とセット一式」が寄贈されました。
みかわ保育園・幼稚園で大切に使用
させていただきます。

記念品ありがとう
ございました

「令和の主役へ」 三川町成人
式
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▼金峰山から横山小まで歩いたときに作成した記念のフラッグ

成人式

実行委員の皆さん

連合陸上大会の賞状

恩師の先生方と 部活動の仲間たち

横山小タイムカプセル開封!
中から出てきたのは…

自撮りで

三川!

懐かし～！

ス ナ ッ プ
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酒
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
阿
部

彩
人
さ
ん
を
中
心
に
考
案
さ
れ
た
、

﹁
庄
内
も
っ
け
ダ
ン
ス
﹂
が
納
涼
祭
で

披
露
さ
れ
、
来
場
者
も
一
緒
に
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

童
謡
﹁
証
し
ょ
う
じ
ょ
う
じ

城
寺
の
狸た
ぬ
き
ば
や
し

囃
子
﹂
を
原
曲

に
、
庄
内
弁
で
作
詞
し
た
曲
﹁
庄
内

じ
ょ
ん
だ
も
っ
け
だ
の
囃ば
や
し子
﹂
に
合
わ

せ
て
踊
り
ま
す
。

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

﹁
山
形
庄
内
Ｕ　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
﹂
で
は
、

こ
の
ダ
ン
ス
を
踊
り
な
が
ら
庄
内
地
域

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
動
画
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
画
を
見
な
が
ら
振
り
付
け
を
覚
え

て
、
ま
た
の
機
会
に
み
ん
な
で
一
緒
に

踊
り
ま
し
ょ
う
！

　

８
月
24
日
㈯
、
い
ろ
り
火
の
里
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
第
14
回
み
か
わ
ま
ち

納
涼
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
吉
本
興
業
の
﹁
山
形
県
住

み
ま
す
芸
人
﹂
ソ
ラ
シ
ド
が
総
合
司

会
を
務
め
、
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場

の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
た
ち
は
、
屋
台
の
料
理
や

飲
み
物
を
片
手
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
さ
れ
た
よ
さ
こ
い
や
ダ
ン
ス
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

総合司会を務めたソラシド

キッ
ズ

ダン
ス

縁日

ボルダリ
ング

体験

三川町地域おこし協力隊の
伊藤さんも参加（右）

み
ん
な
で
踊
っ
て

　
　
　
庄
内
を
Ｐ
Ｒ
！



　平成30年度に約1,615tの家庭ごみが本町から排出されており、そのうち、もやすごみは約1,489tと
なっています。町では、もやすごみの中でも特に生ごみの減量化を目指し、平成29年度より生ごみ減
量実証試験を実施しています。
　ここでは、本町で行っているごみの減量化策などについて紹介します。

三川町での取り組み
●生ごみ減量実証試験（モニター募集）
　生ごみの減量化を目指して、今年度も生ごみ減量実証試験を実施するため、モニターを募集していま
す。応募のあった世帯に生ごみ処理用のバケツを配付し、使用していただきます。令和2年2月にアン
ケート調査を行い、生ごみの削減効果などを検証します。
　平成30年度の実証試験では、モニターになっていただいた
世帯の約6割の方から、「ごみの削減効果があった」とご回答を
いただきました。
※募集するのは町内の50世帯（先着順）です。
※平成29、30年度にモニターになられた世帯も申込み可能です。
※募集期間は9月30日㈪までです。
※ 9月15日に全戸配付したチラシや町ホームページに掲載して
いる申込書で申込みしてください。

●生ごみ処理機購入補助金交付
　自宅にコンポストや生ごみ処理機（電気式を除く）を設置した家庭に対し、4,000円を上限に補助金（購
入費用（税込）の2分の1）を交付しています。補助金の交付を希望される方は、申請書に領収書とカタロ
グの写しを添えて役場建設環境課 環境整備係に提出してください。

ごみゼロやまがた県民運動
　山形県では、ごみの少ない県を目指して、各家庭や会社で取り組む「ごみゼロやまがた県民運動」を推
進しています。

令和元年度 「ごみゼロやまがた県民運動」 家庭編
　◆食品ロス削減運動
　・買い物に出かける前に冷蔵庫内をチェックし、必要な量だけ購入する。
　・調理では食材の捨てる部分をできるだけ少なくし、料理を食べきる。
　◆プラスチックごみ削減運動
　・買い物時にはマイバックを持参し、レジ袋をもらうのを断る。
　・使い捨てプラスチック製品の使用をできるだけ控える。
　◆ごみの分別徹底運動
　・リサイクルできる紙類（雑誌など）は市町村の雑紙回収に出す。
　・食品トレイや牛乳パックを、店頭回収を行っている店の回収ボックスに出す。

　皆さんも、身近にできることを考え、ごみの減量化に向けて一緒に取り組んでいきましょう。
○問合せ先　役場建設環境課 環境整備係　☎35－7036
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　・買い物に出かける前に冷蔵庫内をチェックし、必要な量だけ購入する。

不思議なバケツで
生ごみを減らそう!
モニター募集中!!

ごみの減量化に取り組みましょう



三川中学校
より

₆

心
豊
か
で  
賢
く  
た
く
ま
し
い  

生
徒
の
育
成

　

今
年
度
、
三
川
中
学
校
は
67
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
生
徒
数
２
０
３
人
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
地
域
に
学
ぶ（
ヨ
ロ
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
イ
タ
ガ
キ
訪
問
）

　

７
月
２
日
㈫
、
２
年
生
は
、
町
内
に
あ
る
日
本
を
代
表

す
る
二
つ
の
企
業「
ヨ
ロ
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」と「
イ
タ
ガ

キ（
旧
：
板
垣
鉄
工
所
）」を
訪
問
し
ま
し
た
。
両
社
と
も
、

企
業
の
説
明
か
ら
工
場
見
学
ま
で
、
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ

さ
り
、
大
変
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
佐
藤
蘭
聖
さ
ん
は「
何
気
な
く
素
通
り
し
て
い

る
二
つ
の
企
業
だ
っ
た
が
、
日
本
や
世
界
を
代
表
す
る
会
社

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
誇
り
に
思
っ
た
」、
恩
田
愛
悠
さ
ん
は

「
整
理
整
頓
、
清
掃
清
潔
の
徹
底
が
安
全
な
作
業
に
つ
な
が

る
。
一
人
ひ
と
り
の
安
全
に
対
す
る
意
識
の
持
ち
方
や
、
ど

う
し
た
ら
働
き
や
す
く
な
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
業
務
の
効

率
化
、
働
き
や
す
い
環
境
作
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
学
べ
な
い
大
切
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

☆
地
域
で
学
ぶ（
三
川
町
内
₂₃
事
業
所
で
職
場
体
験
）

　

７
月
２
日
㈫
〜
３
日
㈬
の
２
日
間
、
３
年
生
は
三
川
町
内

で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

介
護
施
設
を
訪
問
し
た
土
田
み
の
り
さ
ん
は
、「
お
茶
出
し
や
食
事
の
配
膳
の
時
に
、

い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
じ
町
内
会
の
人
と
屋
号
の
こ
と
で
会
話
が

弾
ん
だ
」、
教
材
会
社
を
訪
問
し
た
加
藤
拓
斗
さ
ん
は
、「
ど
ん
な
仕
事
に
も
裏
方
が
い

町長コラム
「誠・心・誠・意」

障
害
を
抱
え
る
方
々
と
の

情
報
共
有
を

　

８
月
７
日
㈬
、﹁
三
川
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
﹂
並
び
に
﹁
三
川
町
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
﹂
の
方
々
と
﹁
町
長
と
語
る

会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
つ
の
団
体
か
ら
20
人
が
出
席
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
障
害
を
持
っ
た
方
々
の
移
動
手
段

の
確
保
や
災
害
発
生
時
の
対
応
と
い
っ
た

こ
と
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
町
で
は
、
満
65
歳
以
上
の
方
や
運

転
免
許
を
お
持
ち
で
な
い
方
が
利
用
で
き

る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
お
り
、

１
回
３
０
０
円
で
町
内
を
自
由
に
移

動
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
援
護
が
必
要
な

方
を
事
前
に
把
握
し
、
災
害
時
の
円

滑
な
支
援
に
役
立
て
る
た
め
の
﹁
災

害
時
要
援
護
者
台
帳
﹂
を
作
成
し
て

災
害
時
の
人
的
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き

る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

町
だ
け
で
は
な
か
な
か
解
決
で
き
な

い
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
語
る
会
の
依
頼
が
あ
っ
た

二
つ
の
障
害
者
団
体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
通
し
て
会
員
の
融
和
を
図
る
だ
け
で

な
く
、
町
や
三
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
障
害
者
や
そ
の
家

族
の
方
々
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
て
も
、
協

会
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
多
い
と
聞
き

ま
す
。
協
会
の
活
動
は
、
同
じ
悩
み
を

持
っ
た
方
々
と
情
報
共
有
で
き
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
加
入
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
方
も
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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る
。
誰
が
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

仕
事
で
も
全
力
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
し
、
人
の
た
め
に
頑
張
る
大
切
さ

を
改
め
て
学
ん
だ
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

３
年
生
も
ま
た
、
学
校
で
は
体
験
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

☆
三
川
町
か
ら
世
界
へ（
国
際
交
流
事
業
）

　

 

７
月
28
日
㈰
〜
８
月
５
日
㈪
ま
で
の
９
日
間
、
三
川
町
の
友
好
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
州
マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
市
か
ら
、
中
学
生
10
人
が
来
町
し
、
三
川
中
学
校

の
生
徒
10
人
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。
７
月
30
日
㈫
は
三
川
中

学
校
で
交
流
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
、
柔
道
と
剣
道
は
全

員
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
深
澤
ゆ
ず
さ
ん
は
、
昨
年
マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
市
に
派
遣
さ
れ
、
今
年
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。「
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
、
仲
良
く
な
っ
た
。
帰
国
後
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
き
た
の
で
、

今
年
再
会
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
自
分
も
ア
メ
リ
カ
で
お
も
て
な
し
を
受
け
た
よ

う
に
、
精
一杯
歓
迎
し
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
の
中
学
生
の
一
人
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
は
、
部
活
動
を
体
験
し
て
、

「
人
を
投
げ
る
柔
道
、
人
を
打
つ
剣
道
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
で

は
な
か
な
か
接
す
る
こ
と
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
驚

き
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
る
の
も
三
川
町
な

ら
で
は
の
こ
と
で
す
。

☆
祝
　
柔
道
で
全
国
大
会
出
場

　

７
月
末
に
行
わ
れ
た
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
柔
道
競

技
で
、
３
年
生
の
大
瀧
智
滉
さ
ん
が
見
事
優
勝
し
、
青
森
県

弘
前
市
で
行
わ
れ
た
東
北
大
会
、
兵
庫
県
姫
路
市
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
よ
り
頂
戴

し
て
い
る
体
育
文
化
後
援
会
の
賛
同
金
を
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

俳
　
壇

人
老
い
て
老
い
て
八
月
十
五
日	

工
藤
ひ
ろ
し

バ
ー
ス
デ
イ
九
月
の
風
に
背
を
押
さ
れ	

飯
野　

藤
子

酷
暑
来
る
田
水
見
廻
り
一
休
み	

菅
原
た
け
お

炎
天
下
ビ
ラ
配
り
お
り
足
鍛
え	

佐
藤　

誠
爾

ト
マ
ト
採
る
赤
色
見
て
喉の

ど
鳴
ら
す	

荘
司　

博
子

蝉
し
ぐ
れ
午
睡
の
目
覚
め
揺
ら
し
を
り	

春
山　

夏
海

秋
浅
し
風
を
誘
い
て
心
地
良
し	

丸
岡
利
喜
雄

水
の
り
の
子
ど
も
相
撲
の
仁
王
立
ち	

斎
藤　
　

優

 

歌
　
壇

震
災
で
シ
ー
ト
覆
う
屋
根
多
く
極
暑
と
雨
を
い
か
に
過
ご
す
や	

佐
藤　

博
政

暑
き
陽
が
沈
む
粟
島
の
夜
は
深
け
て
銀
河
は
遠
く
島
影
の
濃
し	

齋
藤　

久
繁

新
盆
を
迎
え
る
夫
の
好
物
を
お
そ
な
え
乍
ら
思
い
出
語
る	

前
田
キ
ヌ
エ

猛
暑
続
き
水
欲
し
と
い
ふ
畑
の
声
今
宵
も
星
に
雨
ご
い
を
す
る	

五
十
嵐
松
男

若
き
日
に
眺
海
の
森
に
星
眺
め
歓
声
上
げ
た
兄
の
友
だ
ち	

土
田　
　

秀

緑
な
す
木
々
は
鮮
や
か
ア
ト
ク
館
縁
側
に
涼
し
風
わ
た
り
く
る	

齋
藤
与
次
雄

黍き
び
取
り
の
手
元
を
休
め
憩
う
れ
ば
俺
に
も
食
わ
せ
ろ
烏
寄
り
く
る	

佐
藤　
　

頴

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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羽黒山五重塔前で記念撮影

　8月3日㈯、青山町内会を流れる青龍寺川でフェスティバル
ざっこしめを開催し、町内外から多くの家族連れが訪れました。
　約600匹のヤマメを川と幼児用のプールに放流し、子どもた
ちがヤマメのつかみどりを楽しみました。
　参加した子どもたちからは、「川の水が冷たくて気持ちいい」、
「最初は魚を触るのが怖かったけど、慣れてきたら楽しかった」
といった声が聞かれ、笑顔を見せていました。
　フェスティバルざっこしめは、青少年健全育成推進委員、ボ
ランティアサークル来夢来人や青友、赤川土地改良区の皆さん
に運営の協力をいただきながら行われており、今年で30回目を
迎えました。

　本町と友好都市の盟約を結んでいるアメリカ合衆国テネシー州
マクミンビル市の中学生10人が来町し、7月28日㈰～8月5日㈪
までの9日間三川町に滞在しました。町で歓迎パーティーを開催
したほか、町内の施設見学や庄内地域の観光を楽しみながら本町
の中学生と交流を深めました。
　本町とマクミンビル市における国際交流
事業は、平成5年から続いており、相互
訪問やホームステイなどを通して、国
際的視野で考え行動できる人材の育
成を図るために実施されています。

7/28
(日)

Welcome to MIKAWA!

マクミンビル市の生徒が来町

夏休みの思い出作りに

フェスティバル
ざっこしめ

　本町とマクミンビル市における国際交流
事業は、平成5年から続いており、相互
訪問やホームステイなどを通して、国

夏休みの思い出作りに

フェスティバル
ざっこしめ

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

8/3
(土)

アトク先生の館で書道を体験

歓迎パーティーの様子
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　8月29日㈭、押切小学校で水泳記録会が行わ
れました。
　時折強い雨の降る中での開催となりましたが、
この日のために練習をがん
ばってきた児童たちは、一
生懸命に泳ぐ姿を見せてく
れました。

まちかど写真館

　8月31日㈯、三川中学校大運動会が行われまし
た。赤組と青組の2チームに分かれ、学年全員で
のリレーや騎馬戦、親子が参加する玉入れなどの
競技で競いました。
　競技中にはチーム全員で仲間を応援する姿、競
技終了後にはお互いのチームをたたえ合う姿が見
られ、仲間同士の絆を深めました。

8/31
(土)

仲間への思いやりを育む

三川中学校大運動会

　9月1日㈰の早朝、町内3カ所（横川、すみよ
し、袖東町）で三川町消防団と地元自主防災会
による防災訓練が実施されました。
　東郷地区の会場となったすみよし町内会では、		
約20人の住民が参加し、消防ポンプ自動車と可
搬消防ポンプを使用しての中継送水訓練や消火
器訓練などが行われました。

9/1
(日)

9月1日は防災の日

町内3カ所で防災訓練実施

8/29
(木)

練習の成果を十分に発揮

押切小学校水泳記録会

　8月30日㈮、三川町交通安全母の会（会長：
石川りかさん（横川））が、山形県警察本部長か
ら賛辞を授与されました。
　これは、本町における交通死亡事故ゼロ期間
が6カ月を超えたことについて、この間、同会
が実施してきた通学路での子どもたちの見守り
などの啓発活動の功績をたたえたものです。

交通事故防止活動の功績を認め

三川町交通安全母の会に賛辞を授与
8/30
(金)
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⇐�伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い
と
う藤

　
秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】

　

７
月
30
日
㈫
、
第
４
回
学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
は
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を

招
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
三
川
町
、

庄
内
地
域
の
方
々
の
交
流
を
深
め
よ
う
と

講
話
や
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、﹁
子
育
て
﹂
と
い
う
視
点
か
ら
、

母
親
同
士
が
集
ま
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な

ど
は
あ
っ
て
も
、
父
親
同
士
が
集
ま
る
場

は
少
な
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
父

親
同
士
で
交
流
で
き
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

山
形
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
父

親
団
体
﹁
や
ま
が
た
イ
グ
メ
ン
共
和
国
﹂

の	

代
表
・
五
十
嵐
健
裕
さ
ん
と
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
五
十
嵐
伸

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、﹁
庄
内
パ
パ
ト
ー
ー

ク
﹂
と
題
し
て
、
参
加
者
同
士
が
子
育
て

の
ほ
か
、
家
庭
で
の
悩
み
事
に
つ
い
て
語

り
合
え
る
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
か
ら
山
形
県
内
の
子
育
て
事

情
、
や
ま
が
た
イ
グ
メ
ン
共
和
国
の
活
動

事
例
紹
介
、
家
庭
で
の
お
金
の
使
い
方
な

ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
参
加
者

た
ち
の
時
間
の
使
い
方
、
家
計
の
分
け
方
、

家
事
育
児
の
分
担
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
悩

み
、
夫
婦
間
ト
ラ
ブ
ル
の
起
こ
り
や
す
い

原
因
な
ど
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
を
テ
ー
マ
に
男
性
同
士
で
こ
れ

だ
け
盛
り
上
が
る
の
か
と
驚
い
た
こ
と
も

あ
り
、
場
所
や
形
を
変
え
て
、
ま
た
ど
こ

か
で
こ
う
し
た
会
を
開
催
し
て
み
る
の
も

い
い
の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
！

    

ア
レ
ク
シ
ス
で
す

　

８
月
か
ら
は
キ
ャ
サ
リ
ン
先
生
に
代

わ
り
、
ア
レ
ク
シ
ス
・
エ
ミ
リ
ー
・
ク

ラ
ン
プ
（Alexis	Em

ily	Crum
p

）
先

生
が
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
出
身
地　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ
オ
州

○
年　

齢　

25
歳

○�

趣　

味　

絵
画
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然

と
触
れ
合
う
こ
と

　

三
川
町
は
風
景
が
き
れ
い
で
、

食
べ
物
も
お
い
し
く
、
素
晴
ら
し

い
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
も
っ
と
日
本
の
文
化
を

知
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の

文
化
を
伝
え
る
こ
と
を
目
標
に
三

川
町
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
町
の
英
語
指
導
助
手

と
し
て
英
語
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た

キ
ャ
サ
リ
ン
・
エ
リ
ン
・
ク
レ
モ
ン
ス

先
生
が
任
期
を
終
え
、帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
、
三
川
町
で
本
当

に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
三
川
町
の
子
ど
も
た
ち
に

英
語
を
教
え
る
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

　

三
川
町
で
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
思
い
出
と
、
菜
の

花
の
美
し
さ
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ

ん
。

〜
三
川
町
の
子
ど
も
た
ち
へ
〜

　

こ
れ
か
ら
も
英
語
の
勉
強
を
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
決
し
て
あ
き

ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
い
つ
か

ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
！

英語指導助手が交代しました
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■
鶴
岡
市

～
酒
と
肴
と
鼠
ヶ
関
～　

サ
ワ
ラ
ま
つ
り

○�

日　

時　
９
月
29
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

○�

会　

場　
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
（
鶴
岡
市
鼠
ヶ
関
）

○�

内　

容　

サ
ワ
ラ
料
理
販
売
、
地
酒
の

試
飲
、
酒
の
肴さ
か
なと
特
産
品
販
売
、
念
珠

関
辨
天
太
鼓
演
打

○
問
合
せ
先　

あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
―
３
５
４
７

■
酒
田
市

酒
田
市
土
門
拳
文
化
賞
友
の
会
交
流
会
「
写
真

愛
好
家
の
た
め
の
写
真
講
評
会
」
参
加
者
募
集

○�
日　

時　

９
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

○�

会　

場　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
酒
田
市
中
央
西
町
）

○�

対　

象　

写
真
創
作
の
向
上
を
目
指
す

写
真
愛
好
家
、
市
内
高
校
写
真
部
で
活

動
し
て
い
る
生
徒
（
見
学
の
み
も
可
）

○
定　

員　

30
人
程
度

○�

内　

容　

江
成
常
夫
氏
に
よ
る
対
話
方

式
の
写
真
講
評
（
予
定
）

○�

持
参
作
品　

六
つ
切
以
上
の
写
真
（
画

像
デ
ー
タ
、
ス
ラ
イ
ド
は
不
可
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
み
締
切
り　

９
月
20
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　
酒
田
市
社
会
教
育
文
化
課
文
化

芸
術
係	

☎
０
２
３
４
―
24
―
２
９
８
2

■
庄
内
町

お
も
し
ぇ
ち
ゃ
フ
ェ
ス

～
余
目
駅
か
ら
始
ま
る
わ
く
わ
く
ス
ト
リ
ー
ト
!!
～

○
日　

時　
９
月
22
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○�

会　

場　

余
目
駅
か
ら
茶
屋
町
周
辺
ま

で
の
中
心
市
街
地
エ
リ
ア

○�

内　

容　
音
楽
フ
ェ
ス
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

移
動
図
書
館
、
似
顔
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
人
力
車

に
よ
る
町
内
周
遊
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
な
ど

○�

問
合
せ
先　
お
も
し
ぇ
ち
ゃ
あ
ま
る
め
実
行

委
員
会	

☎
０
２
３
４
―
42
―
０
１
３
８

■
遊
佐
町

第
８
回
ゆ
ざ
商
工
フ
ェ
ア

○
日　

時　
９
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○�

会　

場　

遊
佐
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
遊
佐
町
遊
佐
）

○�

内　

容　

企
業
の
紹
介
、
働
く
車
展
示
、

も
の
づ
く
り
体
験
、
屋
台
コ
ー
ナ
ー

○
問
合
せ
先　

遊
佐
町
商
工
会　
　

☎
０
２
３
４
―
72
―
４
４
２
２

～ごみの出し方ワンポイントアドバイス～
【電化製品】

一辺が概ね
30cm以下のもの

一辺が概ね
30cm超のもの

金属・ガラス・その他
（青色）の袋

※�コードは1m程度の
長さに切断し、電池
は抜いてください。

粗大ごみ

　毎週日曜日の午前中に、三川町公民館駐車場の資源リサイクルステーション・資源ポストで、資源回収を
行っています。
○回収物　	新聞紙・雑誌・段ボール・牛乳パック・雑誌等の古紙類、一升びん・ビールびん、空き缶、発泡

スチロール、ペットボトル、ペットボトルのふた、金属類、衣料品、家電類（外装が金属製のも
の）、自動車部品や自転車など、廃油（エンジンオイルなど）

資源リサイクルステーション・資源ポスト利用時の注意点
○新聞、牛乳パック、段ボール、雑誌はそれぞれ分別して出してください。
○�新聞、雑誌類の中に包装されたままのダイレクトメールやカタログ類、付録のDVDなどが混じらない
よう、あらかじめ包装用紙類を取り除いて出してください。
○ペットボトル、発泡スチロール、牛乳パックは必ず水洗いなどで汚れを取ってから出してください。
○�ノートパソコン、プリンター等の使用済小型家電や主に外装が金属製の家電（洗濯機、衣類乾燥機、冷
蔵庫、冷凍庫、テレビ、エアコンを除く）は、町の資源ポストをご利用ください。

【ごみ収集量実績】
8月収集量

R元年度（H30年度） 対前年度増加率
も 	 や 	 す 	 ご 	 み 154.81t（152.43t） 1.56％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル 	 4.20t	 （5.15t） ▲18.45％
び ん ・ 缶 	 4.65t	 （7.04t） ▲33.95％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 	 4.24t	 （1.73t） 145.09％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 	 0.30t	 （0.28t） 7.14％
合 　 　 　 計 168.20t（166.63t） 0.94％
○問合せ先　役場建設環境課	環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
～資源リサイクルステーション・ 
　資源ポストを活用しましょう～

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter
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催
し
物

9お知らせ
Information

2019 September

海
の
生
き
物
ふ
れ
あ
い
体
験

○
日　

時　

10
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

○��

会　

場　

酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
酒
田

市
船
場
町
）

○�

内　

容　

海
の
生
き
物
に
触
れ
て
観
察

で
き
る
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
県
立
加
茂
水
産

高
校
の
生
徒
に
よ
る
生
き
物
の
解
説
な
ど

○�

対　

象　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
の
方
が
同
伴
く
だ
さ
い
）

○
参
加
費　

無
料

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県
港
湾
事

務
所	
☎
０
２
３
４
―
26
―
５
６
３
６

「
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」〜
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

　

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
自
分
や
相
手
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
タ
ー
ン
を
知
り
、
お
互
い

を
尊
重
し
な
が
ら
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

○�

日　

時　

10
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
３
時

○�

会　

場　

三
川
町
公
民
館　

第
１
・
第

２
研
修
室

家
屋
の
新
増
築・取
り
壊
し
の

申
し
出
の
お
願
い

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆	

今
年
、
家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
方
で
、
ま
だ
町
の
確
認
を
受
け

て
い
な
い
方

◆	

今
年
中
に
家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し

を
計
画
し
て
い
る
方

※	

賦
課
期
日
（
翌
年
１
月
１
日
）
ま
で
に
取

り
壊
し
を
さ
れ
た
方
で
、
申
し
出
が
な

か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
し
た
場
合
、
引
き

続
き
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○�

連
絡
・
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課	

税

務
係 

☎
35
―
７
０
２
６

○�

内　

容　

入
門
編
﹁
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
と

は
何
か
、
な
ど
基
礎
的
な
知
識
を
講
義

形
式
で
学
ぶ
﹂、
実
践
編
﹁
入
門
編
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
践
で
き
る
よ
う
練
習

す
る
﹂
講
師　

オ
フ
ィ
ス
﹁
想
﹂
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表	

中
野	

満
知
子	

氏

※
入
門
編
の
み
の
参
加
も
可

○
対　

象　

庄
内
地
域
在
住
の
女
性

○
定　

員　

先
着
30
人（
託
児
定
員
５
人
）

○
参
加
費　

無
料
（
託
児
も
無
料
）

○�

申
込
み
締
切
り　

10
月
13
日
㈰
ま
で

（
託
児
付
の
場
合
10
月
６
日
㈰
ま
で
）

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
チ
ェ
リ
ア

☎
０
２
３
―
６
２
９
―
７
７
５
１

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９

「
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

IN 

庄
内
」

　

庄
内
地
域
に
お
け
る
障
害
者
の
就
労
・

雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
の
就

労
支
援
の
充
実
と
地
域
生
活
支
援
の
あ
り

方
を
考
え
ま
す
。

○�

日　

時　

10
月
29
日
㈫　

午
後
１
時
～

午
後
４
時

○�
会　

場　

文
化
創
造
館
響
ホ
ー
ル

（
庄
内
町
余
目
）

○�

対　

象　

企
業
、
本
人
、
家
族
、
福
祉
、

行
政
、
教
育
、
医
療
機
関
、
そ
の
他
福

祉
に
関
心
の
あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
可

○
費　

用　

無
料

○
申
込
み
締
切
り　

10
月
22
日
㈫
ま
で

お
知
ら
せ

○��

申
込
み
・
問
合
せ
先　

社
会
福
祉
法
人

山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団　

庄
内
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
４
―
24
―
１
２
３
６

も
う
一
度
保
育
の
お
仕
事
へ

「
保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会
」

　

保
育
士
と
し
て
再
就
職
を
考
え
て
い
る

方
、
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○��

日　

時　

10
月
30
日
㈬　

午
後
０
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

○
会　

場　
い
ろ
り
火
の
里　

な
の
花
ホ
ー
ル

○�

内　

容　

説
明
﹁
山
形
県
の
保
育
の
現

状
と
取
り
組
み
﹂、
講
演
﹁
こ
こ
10
年

の
保
育
の
移
り
変
わ
り
﹂、
保
育
事
業

所
と
の
相
談
会
な
ど

○�

対　

象　

保
育
士
と
し
て
就
職
（
再
就

職
）
を
考
え
て
い
る
方

○
参
加
費　

無
料

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
―
６
３
３
―
７
７
３
９

山
形
県
商
工
会
等
職
員
採
用
試
験

○
応
募
資
格

経
営
指
導
員　

昭
和
37
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
商
工
鉱
業
の
指
導
実
務
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１�子どもと高齢者の安全な通行の確保
２�高齢運転者の交通事故防止
３��夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交
通事故防止

４��全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

５�飲酒運転の撲滅
○問合せ先　役場総務課�危機管理係

☎叅⓹－柒₀1₀

等
の
経
歴
が
あ
る
方

経
営
支
援
員　

昭
和
55
年
４
月
２
日
～
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
職
務
内
容

　

県
内
市
町
村
の
商
工
会
に
お
け
る
地
区

内
事
業
所
の
経
営
指
導
業
務
ま
た
は
経
営

指
導
補
助
業
務

○
試
験
内
容

︻
一
次
試
験
︼

　

・
日　

時　

10
月
19
日
㈯

　

・
種　

目　

	

学
科
試
験
・
論
文
試
験
・

適
性
試
験

　

・
会　

場　

	

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
15
階
会

議
室
（
山
形
市
城
南
町
）

︻
二
次
試
験
︼
11
月
初
旬

○�

受
付
け
期
間　

９
月
24
日
㈫
～
10
月
１

日
㈫

○
採
用
予
定
数

　

	

経
営
指
導
員
・
経
営
支
援
員
い
ず
れ
も

若
干
名

※	

詳
細
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま

た
は
山
形
県
商
工
会
連
合
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

	

 http://www.shokokai-yam
agata.

or.jp/

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県
商
工
会

連
合
会

☎
０
５
０
―
３
５
４
０
―
７
２
１
１

危
険
物
取
扱
者・消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務

と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の

日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書
換
え

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

免
状
の
写
真
下
欄
記
載
の
期
限
を
確
認

の
う
え
、
速
や
か
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○�

問
合
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
形
県
支
部　

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

秋の交通安全県民運動
9月21日㈯～30日㈪運動の重点

　日本の結核の現状は、罹
り か ん
患率、死亡率ともに先進諸国のなかで高い状況にあり、今でも1日に約⓹₀人の新

しい患者が発生し、約⓹人が命を落とすなど、決して過去の病気ではありません。
　結核に関する正しい知識を持ち、結核予防に心掛けましょう。
○結核はこんな病気です
　結核は、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。重症の結核患者のせきなど
で結核菌が飛び散り、周りの人がそれを直接吸い込むことで感染します。ただし、結核
に感染しても必ず発病するわけではなく、通常は免疫力により結核菌の増殖を抑え込み
ます。免疫力で結核菌の増殖を抑えきれなくなると結核を発病します。
○結核の初期症状は次のとおりです
・せきが２週間以上長引く　・たんや血たんが出る
・胸が痛い　・微熱が続く
・体重が急に減少する（高齢者の場合にはこの症状しか現れないことも多い）
○「おかしいな」と思ったら、早めに受診しましょう
　早期発見は本人の重症化を防ぐだけでなく、家族や職場などへの感染の拡大を防ぐためにも重要です。結
核の初期症状と思われる症状が現れたら、早めに医療機関を受診しましょう。
○予防のポイントは
　結核の発病を防ぐには、免疫力の低下につながる不規則な生活を避け、規則正しい生活を心掛けましょう。
　また、定期的に健康診断を受け、胸部エックス線検査で結核の兆候がないかをチェックしましょう。
　会社などで、こうした検査がない場合は、ぜひ町の検診を受診ください。
○問合せ先　役場健康福祉課�健康係　☎叅⓹－柒₀叅㆓

9月24日から30日は「結核予防週間」です
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自衛官等採用試験（令和２年３・４月上旬採用予定）のお知らせ

※詳細についてはお問合せください。
○問合せ先　防衛省自衛隊山形地方協力本部鶴岡出張所　☎㆓㆓－₀㆕⓺⓺

広��

告

TEL 0235-68-1600  http://www.aeon.jp/sc/mikawa/

ポールウォーキング
ポールウォーキングとは、両手に2本の専用ポールを持つだけですぐに始められる運動です。

転倒を予防し、ウォーキングの安全性を高めます。イオンモール三川でウォーキング始めませんか？

日程 ： 9月24日（火） ＊次回は、11月26日（火）予定
時間 ： 10：30～11：30
場所 ： レーヴルモリタ前
募集 ： 先着20名さま （当日参加OK・予約できます）
申込 ： （予約）はぴなすたいる整体院
 　　　TEL.0235-24-5442
 （当日）受付 10：00～ レーヴルモリタ前
※ポールは無料で貸し出しいたします
※参加は無料です
※参加いただいたお客さまに「電解保水液｣プレゼント！

ポールウォーキング講師は、
はぴなすたいる整体院の菊地先生です

募集種目 受付期間 試験日 試験場所
防衛大学校学生（一般）

⓽月叅₀日㈪まで

1次試験：11月⓽日㈯、1₀日㈰ 鶴岡市勤労者会館
防衛医科大学校医学教育部

医学科学生 1次試験：1₀月㆓⓺日㈯、㆓柒日㈰ 山形地方合同庁舎
（山形市）

防衛医科大学校医学教育部
看護学科学生（自衛官候補看護学生） 1次試験：1₀月1⓽日㈯ 鶴岡合同庁舎

自衛官候補生 11月⓼日㈮まで 11月1⓺日㈯ 神町駐屯地（東根市）
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　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三
川を紹介するコーナーです。今回は、今から45年前の
昭和49年9月に発行された広報です。表紙の写真は竹
馬で遊ぶ押切小学校の児童の様子です。
　この広報には、当時の成人式の様子が掲載されてい
ました。この年の新成人は188人で、成人式を迎えて
改めて芽生える大人の自覚や、これまでお世話になっ
た人への感謝の気持ちを忘れないというコメントがあ
りました。
　本紙2、3ページで今年の新成人を紹介していますが、
時代は変わっても新成人の思いは変わらないものでし
た。新成人には、大人としての考えを持ちながら今後
の人生を歩み、大きく成長してくれることを期待して
います。

【昭和₄₉年₈月₃₁日現在の総人口：₈，₇₁₁人】

あの頃のみかわ
今から45年前のみかわ 【昭和49年（1974年）9月】

△  人口の動き 

△

（令和元年8月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,371人（減6人）　男3,593人（減4人）　女3,778人（減2人）
　増減の内訳　・転入13人・転出▲17人・出生5人・死亡▲7人
■世帯数／2,408戸（増1戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和元年₈月届出 （敬称略）謹んでご冥福をお祈り申しあげます

佐藤　幸雄（₉₃歳） すみよし

加藤　重太（₈₀歳） 押切下町

大滝　彌惠（₉₅歳） 東　　沼

原田　幸男（₈₆歳） 上　　町

久住　和子（₆1歳） 横 山 上

ご寄附ありがとうございました
　町の交通安全推進に役立ててほし
いと、三川町交通安全母の会から町
にご寄附いただきました。ご厚志に
沿うよう活用させていただきます。

休日夜間診療のお知らせ 鶴岡市総合保健福祉センター
「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町 ⓹-30）場所

◆休日夜間診療所◆
☎ 23 － 5678

開　所　日 診　療　科 受付時間
下記以外の月曜日～土曜日 内科、小児科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日）

内科、小児科
内科、小児科、外科
内科、小児科

9：00～11：30
13：30～16：30
18：00～20：30

※午後（夜間含む）の小児科は、内科医による診察です。

◆休日歯科診療所◆
☎ 23 － 0372

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 歯科 9：00～12：00

13：00～15：00
※酒田地区については、町のホームページでご確認ください。

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

8月分　2,327人
お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。
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本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

表・紙・の・写・真
じろで庄内2019

　9月 8日㈰、道の駅庄内みかわ・
いろり火の里を主会場に、サイクリン
グイベント「じろで庄内 2019」が開
催されました。
　今年初開催となるこのイベントに
は、県内外から500人以上が参加し、
自転車で庄内各地を巡りました。

スマホアプリで広報みかわ

いずれもインストール
無料、別途通信料あり

マイ広報みかわ マチイロ

　

今
回
は
、
缶
詰
を
使
っ
て
簡
単
に
で
き

る
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

　

食
改
の
会
員
研
修
会
で
学
ん
だ
﹁
災
害

食
﹂
の
レ
シ
ピ
で
、
節
水
の
た
め
に
食
器

に
ラ
ッ
プ
を
敷
い
て
洗
い
物
を
減
ら
す
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
一
品
目

チ
ン
ゲ
ン
菜
と
コ
ー
ン
の

卵
ス
ー
プ

�

１
人
分
栄
養
量�

・
エ
ネ
ル
ギ
ー　

81
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

・
食
塩
相
当
量　

1
・
0
ｇ

�

材　

料
︵
６
人
分
︶�

・
コ
ー
ン
缶　

１
缶

・
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
缶　

１
缶

・
卵　

２
個

・
チ
ン
ゲ
ン
菜　

１
２
０
ｇ

・
コ
ン
ソ
メ　

２
個

・
水　

４
カ
ッ
プ

�

作
り
方�

	

①	

チ
ン
ゲ
ン
菜
は
洗
っ
て
一
口
大
に
ち

ぎ
っ
て
お
く
。

②	

卵
は
、
溶
き
卵
に
し
て
お
く
。

③	

鍋
に
水
と
コ
ン
ソ
メ
、
コ
ー
ン
（
汁
ご

と
）、
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
を
入
れ
て
加

熱
す
る
。

④	

沸
い
た
ら
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
加
え
る
。

再
度
沸
い
た
ら
溶
き
卵
を
流
し
入
れ
、

味
を
み
て
出
来
上
が
り
。

⑤	

汁
椀
に
ラ
ッ
プ
を
し
、
ス
ー
プ
を
注
ぐ
。

今
月
の
お
す
す
め
二
品
目

貝
と
ひ
じ
き
の
簡
単
和
え

�

１
人
分
栄
養
量�

・
エ
ネ
ル
ギ
ー　

45
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

食
の
み
か
わ 

お
し
な
が
きNo.16

　
　
〜
食
改
さ
ん
の
料
理
紹
介
　
〜

・
食
塩
相
当
量　

0
・
6
ｇ

�

材　

料
︵
６
人
分
︶�

・
貝
の
味
付
き
缶　

２
缶

・
ひ
じ
き
缶　

１
缶

・
き
ゅ
う
り　

１
本

・
生
姜
チ
ュ
ー
ブ　

６
㎝

・
ご
ま
油　

小
さ
じ
２

�

作
り
方�

①	

き
ゅ
う
り
は
洗
う
。
袋
を
広
げ
、
ス
ラ

イ
サ
ー
で
き
ゅ
う
り
を
輪
切
り
に
し
な

が
ら
入
れ
る
。
塩
を
少
々
入
れ
て
も
み
、

し
ば
ら
く
置
く
。

②	

き
ゅ
う
り
を
袋
の
中
で
絞
っ
て
水
分
を

捨
て
る
。

③	

②
の
袋
に
貝
（
汁
ご
と
）
と
ひ
じ
き
、

生
姜
、
ご
ま
油
を
入
れ
て
和
え
る
。

④
ラ
ッ
プ
を
敷
い
た
器
に
盛
る
。

チ
ン
ゲ
ン
菜
と
コ
ー
ン
の

ｋ
ｃ
ａ
ｌ

寄附者紹介や人口の動き、亡くなられた方々のお知らせは本紙 1₅ ページに掲載しています。
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